


グランプリ発表！
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文化協会
美野里支部展

思わぬコロナ禍の影響で文化祭や協会祭などの発表の

場を失ってしまった文化協会。美野里支部では作品

展示だけでもと話し合った結果、作品の無いコーラス、

茶道、華道もグループ紹介を展示することになり、

みの～れ「ときめき美の小径」をにぎやかに飾りました。

通路いっぱいに書道、絵画、俳句の作品、そしてグループ

紹介もそれぞれ趣向を凝らし、思い出を詰めた笑顔いっ

ぱいの写真が並びました。くるみ俳句会では句会前に揃って

見学、額装された書や大きな絵画に感心しきりでした。

いつでも何かがあるみの～れ。ホワイエの陽だまり横丁だけ

でなく、通路の小径もぜひ歩いてください。『楽しい！』が

見つかります。　　　　　＜みのンぱ編集局　福島ヤヨヒ＞

みの～れ自己表現ワークショップは鵜木絵里先生を講師に迎え、

ストレッチや発声の仕方を学び、童謡や３月に予定のみの～れ

住民劇団演劇ファミリーＭｙｕ公演『わが家の天ぷら』主題歌を

歌いました。歌うのが大好きという最年少のあかねちゃん（小１）は

お母さんに勧められての参加。また合唱サークルに所属して

いる参加者の中で最年長の鈴木さんは「コロナ禍で活動が

できない中、思いきり歌えるのがいいですね」と笑顔。講師の

鵜木先生は「『わが家の天ぷら』の主題歌をみんなで楽しく合唱

するのが目標です」と嬉しそうに話してくれました。

＜みのンぱ編集局　遠藤雅樹＞

MUSICAL SONGS

WORKSHOP
風のホール

老若男女で和気あいあい♪

ｃｏｄｅ”Ｍ”さん

珍しい楽器だ！

箏を弾いてみよう‼

大迫力の演奏！

鼓でポン‼

２０２０．１１．１０ ひばり保育園２０２０．１１．１１ 美野里幼稚園

興味津々！

長須与佳さん

２０２０．１１．７ みの～れ

２０２０．１１．８ みの～れ

鵜木先生によるワークショップが開幕！

２０２０．１１．１１ 玉里幼稚園
吹けるかな？

１１月１０日、今年度も学校アクティビティが始動

しました。子どもたちに音楽を体験してもらおうと、

アーティストが教室にやって来るという小美玉

独自の事業です。ｃｏｄｅ”Ｍ”のＭＡＫＩさんは

「今年改めて音楽の仕事に誇りを感じました。

大切なのは可能な範囲で続けること」と話し、

ひばり保育園の年長組１５名に向けて全６曲を

演奏。世界の楽器の紹介、箏の演奏体験、合奏と

盛りだくさんでした。終演後、こうたろう君と

おうかちゃんは「『鬼滅の刃』のテーマ曲が楽し

かった。次は鼓に触ってみたい。声を出しながら

打つなんてカッコイイ！」と、和楽器の魅力を

話してくれました。

＜みのンぱ編集局　瀧澤比佐乃＞

　演芸フェスティバル
Ｃｉｒｃｕｓ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｐｒｅｓｅｎｔｓ

びぃと&マイン
ＫＡＹＡ

コロナ対策をとりながら『超演芸フェス

ティバル』が開催され、県内外から

９組のパフォーマーが、持ち時間

１５分で、ジャグリングや口上、アクロ

バットなどそれぞれのパフォーマンスで

お客さまを楽しませてくれました。

ステージを風の広場と風のホールに

分けて行いました。お客さまは「風の

広場は落ち葉が舞い、野外で観ている

開放感が素敵でした」「もう一度

観たいパフォーマーを追いかけて場所を

移動しました」と話してくれました。この

フェスの魅力は、お客さまが審査員

になり一人３票の投票券をお気に入り

のパフォーマーに投票することです。

その結果、優勝はドラマチック•ガマン、

２位　ＫＡＹＡ、３位　びぃと&マインに

決定しました。入賞者には賞金と地元

特産品を、出演者のみなさんには

協賛品が贈られました。

＜みのンぱ編集局　加藤篤子＞

うのき

１０月２４日から１１月２３日まで展示しました
※現在は展示終了しております。

総勢９組の
パフォーマーが

「超」集結‼

に

学校
アクティビティ

続々
と

開演‼

２０２０．１１．１４ みの～れ

♪

つづみ

street
performance

ドラマチック・ガマン

♪


